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び
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の
ご
推
挙
を
い
た
だ
き
、
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会
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再
任

と
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り
ま
し
た
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の
よ
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な
重
責
を
引
き
続
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担
う
こ
と
と
な
り
、
身

の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。

　ま
た
、
町
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皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
日
頃
よ
り
自
治
会
活
動
に

ご
理
解
ご
協
力
を
い
た
だ
く
と
と
も
に
、積
極
的
に
活
動
に
ご
参
加
い
た

だ
き
、改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　さ
て
、現
在
、吉
岡
町
は
、日
常
生
活
の
利
便
性
や
ア
ク
セ
ス
の
良
さ
な

ど
か
ら
人
口
増
加
を
続
け
て
お
り
、今
年
度
も
大
型
店
舗
が
次
々
に
開
店

し
、町
の
生
活
環
境
は
今
後
も
大
き
く
変
化
し
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ

ま
す
。

　さ
ら
に
、新
型
コ
ロ
ナ
の
リ
ス
ク
も
完
全
に
な
く
な
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、

ま
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、自
然
災
害
な
ど
の
災
害
の
危
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は
い
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る
か
わ
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り
ま
せ
ん
。
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、
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の
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を
大
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に

し
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会
の
連
携
を
密
に
取
り
あ
い
、町
民
皆
さ
ま
を
は
じ
め
、町
や

各
種
関
係
機
関
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
微
力
で
は
あ
り
ま
す

が
、
自
治
会
連
合
会
と
し
て
も
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
、
尽
力

し
て
い
く
所
存
で
す
。

　結
び
に
、
今
年
度
は
、
町
民
皆
さ
ま
の
元
気
な
笑
顔
が
少
し
で
も
多
く

み
ら
れ
る
よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、就
任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
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　こ
の
た
び
、
農
業
委
員
お
よ
び
農

地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
の
改
選
が

行
わ
れ
、
16
人
の
委
員
が
選
出
さ
れ

ま
し
た
。な
お
、
農
業
委
員
５
人
お
よ

び
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
の
２

人
は
再
選
と
な
り
、
引
き
続
き
私
が

会
長
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　農
業
委
員
会
は
、
農
地
転
用
に
関

す
る
審
議
を
は
じ
め
、
担
い
手
へ
の
農
地
の
利
用
の
集
積
・
集
約
化
、
遊
休
農
地

の
発
生
防
止
・
解
消
、
新
規
参
入
の
促
進
な
ど
、
農
地
利
用
の
最
適
化
を
積
極
的

に
推
進
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、本
年
度
よ
り「
人
・
農
地
プ
ラ

ン
」
を
発
展
さ
せ
た
地
域
計
画
の
策
定
お
よ
び
目
標
地
図
の
作
成
業
務
を
進
め
、

今
後
の
町
内
に
お
け
る
農
業
の
進
む
べ
き
方
向
性
を
計
画
し
ま
す
。

　町
内
の
農
家
に
お
い
て
は
、
高
齢
化
が
進
行
し
て
お
り
、
農
業
の
担
い
手
が
不

足
し
て
お
り
ま
す
。農
業
者
が
急
減
し
、
農
地
の
保
全
管
理
や
用
排
水
路
な
ど
の

農
業
イ
ン
フ
ラ
へ
の
維
持
管
理
が
持
続
的
に
行
わ
れ
な
け
れ
ば
、農
業
生
産
も
継

続
的
に
行
わ
れ
ま
せ
ん
。農
村
機
能
の
維
持
に
お
い
て
は
、
農
業
の
主
な
担
い
手

の
み
な
ら
ず
兼
業
や
自
足
自
給
を
目
的
と
し
た
農
家
な
ど
、様
々
な
形
態
を
持
つ

農
家
に
よ
る
地
域
間
に
お
け
る
話
し
合
い
を
軸
に
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　町
内
に
お
い
て
は
、
商
業
施
設
が
進
出
し
て
お
り
、
全
国
で
も
数
少
な
い
人
口

増
加
が
続
い
て
い
る
自
治
体
で
す
。農
振
除
外
、
農
地
転
用
さ
れ
る
農
地
が
毎
年

10
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
あ
り
、人
口
増
加
の
要
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。一
方
、農
業
に

お
い
て
は
高
齢
化
や
後
継
者
不
足
、新
規
就
農
者
の
不
足
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。今
後
、優
良
農
地
を
確
保
し
、遊
休
農
地
の
解
消
に
努
め
る
こ
と
が
、農
業
委

員
会
の
役
割
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。農
業
委
員
お
よ
び
推
進
委
員
が
連

携
し
、
農
地
中
間
管
理
機
構
な
ど
を
活
用
し
つ
つ
、
町
お
よ
び
関
係
諸
機
関
と
連

携
し
て
活
動
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

農業委員・農地利用最適化推進委員の
皆さんを紹介します

農業委員・農地利用最適化推進委員の
皆さんを紹介します

地域農業の
リーダー

職務代理者
永田　雅信
（大久保寺下）

農業委員
小材 美惠子

（溝祭）

農業委員
佐藤　康之

（小倉）

農業委員
星野　治代
（大久保寺下）

農業委員
志塚　淳
（大保寺上）

農業委員
石倉　一也

（漆原西）

農地利用最適化推進委員
原沢　栄
（上野田）

農地利用最適化推進委員
山本　清
（上野原）

農地利用最適化推進委員
狩野　晴夫

（下野田）

農地利用最適化推進委員
福田　光一

（陣場）

農地利用最適化推進委員
大武　貢

（溝祭）

農地利用最適化推進委員
飯塚　久雄

（駒寄）

農地利用最適化推進委員
須田　禎宥

（漆原東）

農
業
委
員
会
長
の
あ
い
さ
つ

会
長  

　原  

隆
夫（
北
下
）

農地利用最適化推進委員
上村　敏

（北下）

農業委員
小林　洋一

（小倉）

　任
期
満
了
に
伴
い
、
農
業
委
員
会
委
員
の
改
選
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　農
業
委
員
８
人
が
町
長
よ
り
任
命
さ
れ
、
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委

員
８
人
が
農
業
委
員
会
長
よ
り
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　な
お
、
会
長
に
は
　原
隆
夫
さ
ん
、
会
長
の
職
務
代
理
者
に
は
永
田

雅
信
さ
ん
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　地
域
農
業
の
指
導
や
農
地
の
利
用
の
最
適
化
の
推
進
な
ど
に
ご
尽
力

く
だ
さ
る
、
農
業
委
員
、
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
の
皆
さ
ん
を
紹

介
し
ま
す
。
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「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」

全
国
一
斉
特
設
人
権
相
談

　
群
馬
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

お
よ
び
前
橋
地
方
法
務
局
で
は
、

人
権
擁
護
委
員
法
が
施
行
さ
れ
た

日（
昭
和
24
年
６
月
１
日
）を
記
念

し
て
、「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」特

設
人
権
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

　
い
じ
め
や
児
童
虐
待
、イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
人
権
侵
害
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

関
連
し
た
偏
見・差
別
、家
庭
内
や

近
所
の
も
め
ご
と
な
ど
、人
権
問

題
や
困
り
ご
と
で
悩
ん
で
い
る
人

は
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

秘
密
は
固
く
守
り
ま
す
。

　
６
月
８
日
㊍

　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
無
料

　
な
お
、特
設
相
談
所
へ
行
け
な

い
人
も
、通
常
ど
お
り
前
橋
地
方

法
務
局
お
よ
び
各
支
局
で
電
話
相

談
な
ど
を
受
け
て
い
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
み
ん
な
の
人
権
１
１
０
番

☎
０
５
７
０・０
０
３・１
１
０

＝期日     ＝時間     ＝場所     ＝対象     ＝費用     ＝申し込み     ＝問い合わせ期 時 場 対 費 申 問

大
会
の
お
知
ら
せ

第
52
回
町
民
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

　
７
月
２
日
㊐

予
備
日
９
日
㊐

　
午
前
９
時
開
会

　
町
民
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

　
中
学
生
以
上
の
町
内
在
住・在

勤
者

　
ダ
ブ
ル
ス
Ａ・Ｂ

　
　
ス
ポ
ー
ツ
協
会
ソ
フ
ト
テ
ニ

ス
部
部
長
　
高
橋
克
典

☎
０
８
０・７
８
８
１・１
５
２
２

第
50
回
町
民
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

（

自

治

会

対

抗

）

　
７
月
９
日
㊐・16
日
㊐

予
備
日
23
日
㊐

　
午
前
８
時
30
分
開
会

　
緑
地
運
動
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド

　
各
自
治
会
体
育
代
表

代
表
者
会
議

　
６
月
23
日
㊎

　
午
後
７
時
30
分

　
文
化
セ
ン
タ
ー
視
聴
覚
室

大
会
の
結
果

第

46

回

関

東

地

区

空
手
道
選
手
権
大
会

12
月
11
日
㊐

 

小
学
２
年
生
女
子
組
手
の
部

第
３
位
　
木
村
　
百
花

 

小
学
２
年
生
男
子
形
の
部

敢
闘
賞
　
渡
辺
　
旺
介

 

中
学
１
年
生
女
子
形
の
部

敢
闘
賞
　
舟
越
　
優

 

中
学
３
年
生
女
子
形
の
部

優
　
勝
　
根
津
　
夏
妃

 

高
校
生
女
子
形
の
部

優
　
勝
　
石
田
　
風
吹

木村 百花

第
17
回
群
馬
県
中
学
生
空
手
道

選
抜
大
会
兼
第
17
回
全
国
中
学
校

空
手
道
選
抜
大
会
予
選

12
月
25
日
㊐

 

中
学
１
年
生
女
子
個
人
形

第
４
位
　
舟
越
　
優

全
国
中
学
生
空
手
道
選
抜
大
会
出

場
権
決
定

第
46
回
群
馬
県
小
学
生
総
合
体

育
大
会
兼
第
49
回
群
馬
県
小
学

生
空
手
道
選
手
権
大
会

１
月
15
日
㊐

 

小
学
生
低
学
年
団
体
形

優 

勝
　
群
馬
松
濤
塾
Ａ

　
木
村
　
百
花
、渡
辺
　
旺
介
、

　
橋
本
　
眞
琴

 

小
学
生
低
学
年
団
体
形

敢
闘
賞
　
群
馬
松
濤
塾
Ｃ

　
小
池
　
蒼
太
、登
坂
　
琴
美
、

　
須
田
　
空
音

 

小
学
生
低
学
年
男
子
個
人
形

第
３
位
　
渡
辺
　
旺
介

 

小
学
生
低
学
年
女
子
個
人
形

敢
闘
賞
　
木
村
　
百
花

　
　
　
　
橋
本
　
眞
琴

 

小
学
生
中
学
年
男
子
個
人
形

敢
闘
賞
　
佐
藤
　
成
真

第
39
回
県
民
ス
ポ
ー
ツ
祭

第
25
回
パ
ド
ル
テ
ニ
ス
大
会

３
月
５
日
㊐

 

混
合
ダ
ブ
ル
ス
Ａ

準
優
勝
　
松
岡
　
朋
宏

　
　
　
　
松
岡
　
久
美
子

 

混
合
ダ
ブ
ル
ス
Ｂ

優
　
勝
　
若
井
　
順
一

　
　
　
　
松
岡
　
さ
か
え

 

シ
ニ
ア
ダ
ブ
ル
ス
Ａ

優
　
勝
　
政
田
　
朴
之

　
　
　
　
政
田
　
裕
子

第
３
位
　
栗
原
　
俊
夫

　
　
　
　
本
山
　
進

 

シ
ニ
ア
ダ
ブ
ル
ス
Ｂ

準
優
勝
　
櫻
井
　
久
子

　
　
　
　
星
野
　
加
代
子

左から　木村 百花、渡辺 旺介、橋本 眞琴

問 費 場 時 期

問 申
問

期期期 時時時 場場場 対種

く
ら
し
の
便
利
帳


